
公益社団法人日本看護協会ご担当者様

令和8年度勤務間インターバル導入制度導入促進シソポジウム周知用リーフレットの

ご送付及び配布ご協力のお願い

時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

株式会社日本能率協会マネジメソトセンターでは、厚生労働省雇用環境・均等局から

「令和8年度勤務問インターバル制度導入促進のための広報事業」を受託し、運営してお

ります。

この度、令和8年Ⅱ月18e U扮に「勤務間インターバル制度導入促進シンポジウ

ム」を開催させていただく運びとなりました。本シンポジウムは、勤務間インターバル制

度の導入方法や企業の取組事例の紹介等を通じて、勤務問インターバル制度の普及・促進

を図ることを目的として実施いたします。

つきましては、本シンポジウムの周知にご活用いただきたく、リーフレットを送付いた

します。本リーフレットにつきましては、「働き方・休み方改善ポータルサイト」にも掲載

しておりますので、併せてご参照いただけますと幸いです。

開催日が近づいている中でのご依頼となり誠に恐縮ではございますが、勤務間インター

バノレ制度の一層の普及促進に向け、周知につきましてご協力を賜りますよう、何卒よろし

くぉ願い申し上げます。

株式会社日本能率協会マネジメントセンター

令和8年Ⅱ月

<ご参考>シンポジウム申し込みぺージ
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(お問い合わせ先)

株式会社日本能率協会マネジメントセンター

令和8年度勤務問インターバル制度広報事業事務局

担当:松本、田代、齊藤

電話番号:03-4346-9988 (平日 9:00~12:00、 13 00~17

E メーノレアドレス: inteNal@jmam.CO.jp
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厚生労働省雇用環境・均等局総務課雇用環境政策室担当:田中

TEL :03-3595-3275
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令和8年度厚生労働省委託事業

勤務間インターバル制度導入促進ソノポソウム

勤務間インターバルがもたらす組織の強靭化

,区、.",,,止営単戈略」

基調講演為大氏X小室淑恵氏

一戦略的な休息と勤務間インターバルの価値一

開催B時令和8年11月18日冰)13・30~1

実施方法オンライノ開催(zoomウエヒナー、

■込"加力和8年11月18日冰)12・00

^

時問

13:30

内

開会挨拶・趣旨説明

13:40 ~ 14:00

為末大氏

東京大学先端チ斗学技術研究センター

0 教授(包摂社会壮創機構)

YOUTubeLive同時配信)長三亟靈到

【基調講演】

休む力が成果を変える

戦略的な休息と勤務問インターバルの価値

14:00 ~ 14:40

容

企業事例発表①

M

小室点恵氏

株式会社ワーク・ライフバランス

代表取締役社長

14:40 ~ 15:20

企業事例発表②

発表者

厚生労働省

大臣官房参事官(雇用環境政策担当)
黒田啓太

為末大氏
東京大学先端科学技術研究センタ

教授(包摂社会共創機構)

小室淑恵氏
株式会社ワーク・ライフバランス

代表取締役社長

ヤマト運輸株式会社(東京都中央区)

人事統括執行役員小坂正人氏

【パネルディスカッション】

活躍し続ける組織への取組み、

勤務問インターバル制度と職場の環境づくり

15:20 ~ 1 閉会案内・アンケート回答

株式会社新寿堂(東京都板橋区)

取締役管理部部長美濃川竜也氏

<コーディネーター>

高橋正也氏
独立行政法人労働者健康安全機構

労働安全衛生総合研究所

過労死等防止調査研究センター長

<パネリスト>

佐藤道子氏
特定社会保険労務士

事例企業の発表者さま

事務局

厚生労働省
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勤務問インターパル制度とは、終業時刻から次の始業時刻の問に、

定時問以上の休息時問(インターパル時問)を設けることで、従業員の生活時問や睡眠時問を確保しようとするものです。

勤務問インターパル制度を導入することによって、事業主・従業員双方に以下のようなメリットか期待されます。

^

冒皿

従業員の健康の維持

向上につなかま。

メリツト

レ 1

イノターハル時問か短くなるにつ

れてストレス反応か高くなるほか、

起床時疲労感か残ることか研究結

果から朋らかになっています十

分なインターハル時間の確保か、

従業員の健康の維持・向上につな

かります。

従業員の着や

確保か期待できま。

メリツト

労働力人口か減少するなか人材の確

保・定着は、重要な経営課題になって

います。十分なインタハル時問の

確保によりワーク・ライフハランス

の充実を図ることは職場環境の改

善等の魅力ある職場つくりの実現に

つなガ、り人材の確保・定着、さらに

は離職者の減少も期待されます。

発表内容に共感を覚えました。社

長の危機意識と熱意、社員満足度

向上への努力か

ことかよくわかりました。

メリツト

特定の人に任せることで生産性や品質か向上するため、属人化

か進むことかあります。社員一人ひとりか睡眠の重要性を理解

し、

生産性の向上に

つなかります。

十分なインターハル時問の確保は、

仕事に集中する時問とプフイヘー

トに集中する時問のメリハリをつ

けることかてきるようになります。

このため、仕事への集中度か高ま

り、製品サーピスの品質水準か向

上するのみならす生産性の向上に

も期待てきます。

本日のシンポジウムの内容を参考

にし、引き続きこの点について検討していきたいと思います。

ただ制度を導入するだけでなく、ど

のような考え方をすると円滑に進め

ることかできるのか、

1

勤務問インターバル制度についてもっと知る 1厚生労省「働き方・休み方改善ボータルサイト」

^^

シンポジウム

お申し込みはこちら

本シンポジウムに関する問合せ先
株式会社日本能率協会マネジメントセンター

厚生労働省委託事業令和8年度勤務間インターバル制度広報事業事務局

電話番号:03-4346-9988 (平日9:00~12:00、 13:00~17:0の

Eメールアドレス: interval@jmam.CO.jp

同様のシンポジウムかあれば、人

事部関係者を巻き込み、社内で調

整を行って参加したいと考えてい

ます。

今までの流れを変えるのは本当に大変で不安だと思い

ます。

ことは良い事だと思います。不安を安心1こ変えるで

すね。色々なお話を聞けてとても参考になりました。

アーカイブ酉三信の予告
開催終了後、厚生労働省ポータルサイトにアーカイブ映像を

掲載します。

アーカイブ掲載期問(予定) 視聴ご希望の方は
2026年11月下旬~2027年3月31日 こちらから→
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